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【手続補正書】
【提出日】平成21年1月9日(2009.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造式Lで表されるリガンドであって、

【化１】

ここで、
　Rは、各場合に対してそれぞれ別異に、アルキル、シクロアルキル、アリール、ヘテロ
アリール、アラルキル、ヘテロアラルキルおよび－（CH2）m－R80を含む群から選択され
；
　R1は、各場合に対してそれぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、
シクロヘキシル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、
－N(R8)2、－Si(R8)3および－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R2は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3および
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－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R3は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、－R7

および－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R4は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、－R7

および－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R5は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、－R7

および－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R6は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、およ
び－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R7は、各場合に対してそれぞれ別異に、－C(O)OM、－C(O)SM、－C(S)SM、－C(NR8)OM、
－C(NR8)SM、－S(O)OM、－S(O)SM、－S(O)2OM、－S(O)2SM、－P(O)(OM)2、－P(O)(OR8)OM
、－P(O)(OR8)NR8M、－P（O)(OR8)SM、－N(R8)3M、－P(R8)3M、－P(OR8)3Mおよび－N(R8)
C(NR8R8)NR8R8Mを含む群から選択され；
　R8は、各場合に対してそれぞれ別異に、水素、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシク
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキルおよびヘテロアラルキルを含む群か
ら選択され；
　Mは、アルカリ金属またはアルカリ土類金属であり；
　R80は、非置換または置換されたアリール、シクロアルキル、シクロアルケニル、複素
環または多環を表し；
　mは、各場合に対してそれぞれ別異に、0～８までの整数であり；
　R3、R4またはR5のうちの少なくともひとつはR7であり；さらに、
　リガンドはアキラルであり、あるいは、キラルの場合には、単一の立体異性体または立
体異性体の混合物である
ことを特徴とするリガンド。
【請求項２】
　R3はR7であり；R4およびR5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロア
ルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラル
キル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択されるこ
とを特徴とする請求項１記載のリガンド。
【請求項３】
　R3はR7であり；R4およびR5は水素であることを特徴とする請求項１記載のリガンド。
【請求項４】
　R3は－S(O)2OMであり；R4およびR5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、
シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテ
ロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択
されることを特徴とする請求項１記載のリガンド。
【請求項５】
　R4はR7であり；R3およびR5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロア
ルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラル
キル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択されるこ
とを特徴とする請求項１記載のリガンド。
【請求項６】
　R4はR7であり；R3およびR5は水素であることを特徴とする請求項１記載のリガンド。
【請求項７】
　R4は－S(O)2OMであり；R3およびR5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、
シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテ
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ロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択
されることを特徴とする請求項１記載のリガンド。
【請求項８】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であることを特徴とする請求項１記載のリガンド
。
【請求項９】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；さらに、R2は、アルキルまたはアルコキ
シであることを特徴とする請求項１記載のリガンド。
【請求項１０】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；さらに、R2はアルコキシであることを特
徴とする請求項１記載のリガンド。
【請求項１１】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；さらに、R2はメトキシであることを特徴
とする請求項１記載のリガンド。
【請求項１２】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；さらに、R2はアルキルであることを特徴
とする請求項１記載のリガンド。
【請求項１３】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；さらに、R2はイソプロピルであることを
特徴とする請求項１記載のリガンド。
【請求項１４】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R3はR7であり；さらに、R4およびR5は、
それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、
アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8

)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択されることを特徴とする請求項１記載のリ
ガンド。
【請求項１５】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R3はR7であり；さらに、R4およびR5は水
素であることを特徴とする請求項１記載のリガンド。
【請求項１６】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R3は－S(O)2OMであり；さらに、R4および
R5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアル
キル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、
－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択されることを特徴とする請求項１記
載のリガンド。
【請求項１７】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R4はR7であり；さらに、R3およびR5は、
それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、
アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8

)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択されることを特徴とする請求項１記載のリ
ガンド。
【請求項１８】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R4はR7であり；さらに、R3およびR5は水
素である。
【請求項１９】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R4は－S(O)2OMであり；さらに、R3および
R5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアル
キル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、
－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択されることを特徴とする請求項１記
載のリガンド。
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【請求項２０】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；さらに、R2およびR6は、それぞれ別異に
、水素、アルキルおよびアルコキシから選択されることを特徴とする請求項１記載のリガ
ンド。
【請求項２１】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6は、それぞれ別異に、水素、
アルキルおよびアルコキシから選択され；R3はR7であり；さらに、R4およびR5は、それぞ
れ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリー
ル、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、お
よび－（CH2）m－R80を含む群から選択されることを特徴とする請求項１記載のリガンド
。
【請求項２２】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6は、それぞれ別異に、水素、
アルキルおよびアルコキシから選択され；R3はR7であり；さらに、R4およびR5は水素であ
ることを特徴とする請求項１記載のリガンド。
【請求項２３】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6は、それぞれ別異に、水素、
アルキルおよびアルコキシから選択され；R4はR7であり；さらに、R3およびR5は、それぞ
れ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリー
ル、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、お
よび－（CH2）m－R80を含む群から選択されることを特徴とする請求項１記載のリガンド
。
【請求項２４】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6は、それぞれ別異に、水素、
アルキルおよびアルコキシから選択され；R4はR7であり；さらに、R3およびR5は水素であ
ることを特徴とする請求項１記載のリガンド。
【請求項２５】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6はアルコキシであり；R3は－S
(O)2OMであり；さらに、R4およびR5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シ
クロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロ
アラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択さ
れることを特徴とする請求項１記載のリガンド。
【請求項２６】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6はアルキルであり；R3は－S(O
)2OMであり；さらに、R4およびR5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シク
ロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロア
ラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択され
ることを特徴とする請求項１記載のリガンド。
【請求項２７】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6はアルコキシであり；R4は－S
(O)2OMであり；さらに、R3およびR5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シ
クロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロ
アラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択さ
れることを特徴とする請求項１記載のリガンド。
【請求項２８】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6はアルキルであり；R4は－S(O
)2OMであり；さらに、R3およびR5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シク
ロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロア
ラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択され
ることを特徴とする請求項１記載のリガンド。
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【請求項２９】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6はメトキシであり；R3は－S(O
)2ONaであり；さらに、R4およびR5は水素であることを特徴とする請求項１記載のリガン
ド。
【請求項３０】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6はメトキシであり；R3およびR
5は－S(O)2ONaであり；さらに、R4は水素であることを特徴とする請求項１記載のリガン
ド。
【請求項３１】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6はイソプロピルであり；R4は
－S(O)2ONaであり；さらに、R3およびR5は水素であることを特徴とする請求項１記載のリ
ガンド。
【請求項３２】
　次のような反応式１で表される方法であって：

【化２】

ここで、
　Zは、随意に置換されたアリール、ヘテロアリールおよびアルケニルを含む群から選択
され；
　Xは、Cl、Br、I、－OS(O)2アルキル、および－OS(O)2アリールを含む群から選択され；
　R'およびR''は、各場合に対してそれぞれ別異に、H、アルキル、ヘテロアルキル、アリ
ール、ホルミル、アシル、アルコキシカルボニル、アルキルアミノカルボニル、ヘテロア
リール、アラルキル、アルコキシル、アミノ、トリアルキルシリルおよびトリアリールシ
リルを含む群から選択され；
　R'およびR''は、共同して、骨格原子数が3～10個の随意に置換された環を形成すること
ができ；該環は、R'およびR''が結合している窒素以外に1個もしくはそれ以上のヘテロ原
子を追有しており；
　R'および／またはR''は、Zに共有結合している場合があり；
　遷移金属は10族の金属から選択され；
　塩基は、フッ化物、ヒドリド、水酸化物、炭酸塩、リン酸塩、アルコキシド、金属アミ
ドおよびカルボアニオンを含む群から選択され；さらに、
　リガンドは、次の構造式Lで表される化合物を含む群から選択され；
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【化３】

ここで、
　Rは、各場合に対してそれぞれ別異に、アルキル、シクロアルキル、アリール、ヘテロ
アリール、アラルキル、ヘテロアラルキルおよび－（CH2）m－R80を含む群から選択され
；
　R1は、各場合に対してそれぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、
ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－
OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3および－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R2は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3および
－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R3は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、－R7

および－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R4は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、－R7

および－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R5は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、－R7

および－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R6は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、およ
び－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R7は、各場合に対してそれぞれ別異に、－C(O)OM、－C(O)SM、－C(S)SM、－C(NR8)OM、
－C(NR8)SM、－S(O)OM、－S(O)SM、－S(O)2OM、－S(O)2SM、－P(O)(OM)2、－P(O)(OR8)OM
、－P(O)(OR8)NR8M、－P（O)(OR8)SM、－N(R8)3M、－P(R8)3M、－P(OR8)3Mおよび－N(R8)
C(NR8R8)NR8R8Mを含む群から選択され；
　R8は、各場合に対してそれぞれ別異に、水素、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシク
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキルおよびヘテロアラルキルを含む群か
ら選択され；
　Mは、アルカリ金属またはアルカリ土類金属であり；
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　R80は、非置換または置換されたアリール、シクロアルキル、シクロアルケニル、複素
環または多環を表し；
　mは、各場合に対してそれぞれ別異に、0～８までの整数であり；
　R3、R4またはR5のうちの少なくともひとつはR7であり；さらに、
　リガンドはアキラルであり、あるいは、キラルの場合には、単一の立体異性体または立
体異性体の混合物である
ことを特徴とする方法。
【請求項３３】
　次のような反応式２で表される方法であって：
【化４】

ここで、
　ZおよびAr'は、それぞれ別異に、随意に置換されたアリール、ヘテロアリールおよびア
ルケニルを含む群から選択され；
　Xは、Cl、Br、I、－OS(O)2アルキル、および－OS(O)2アリールを含む群から選択され；
　ZおよびAr'は、共有結合している場合があり；
　遷移金属は10族の金属から選択され；
　塩基は、フッ化物、ヒドリド、水酸化物、炭酸塩、リン酸塩、アルコキシド、金属アミ
ドおよびカルボアニオンを含む群から選択され；さらに、
　リガンドは、次の構造式Lで表される化合物を含む群から選択され；
【化５】

ここで、
　Rは、各場合に対してそれぞれ別異に、アルキル、シクロアルキル、アリール、ヘテロ
アリール、アラルキル、ヘテロアラルキルおよび－（CH2）m－R80を含む群から選択され
；
　R1は、各場合に対してそれぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、
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ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－
OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3および－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R2は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3および
－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R3は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、－R7

および－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R4は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、－R7

および－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R5は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、－R7

および－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R6は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、およ
び－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R7は、各場合に対してそれぞれ別異に、－C(O)OM、－C(O)SM、－C(S)SM、－C(NR8)OM、
－C(NR8)SM、－S(O)OM、－S(O)SM、－S(O)2OM、－S(O)2SM、－P(O)(OM)2、－P(O)(OR8)OM
、－P(O)(OR8)NR8M、－P（O)(OR8)SM、－N(R8)3M、－P(R8)3M、－P(OR8)3Mおよび－N(R8)
C(NR8R8)NR8R8Mを含む群から選択され；
　R8は、各場合に対してそれぞれ別異に、水素、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシク
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキルおよびヘテロアラルキルを含む群か
ら選択され；
　Mは、アルカリ金属またはアルカリ土類金属であり；
　R80は、非置換または置換されたアリール、シクロアルキル、シクロアルケニル、複素
環または多環を表し；
　mは、各場合に対してそれぞれ別異に、0～８までの整数であり；
　R3、R4またはR5のうちの少なくともひとつはR7であり；さらに、
　リガンドはアキラルであり、あるいは、キラルの場合には、単一の立体異性体または立
体異性体の混合物である
ことを特徴とする方法。
【請求項３４】
　次のような反応式３で表される方法であって：
【化６】

ここで、
　Zは、随意に置換されたアリール、ヘテロアリールおよびアルケニルを含む群から選択
され；
　Xは、Cl、Br、I、－OS(O)2アルキル、および－OS(O)2アリールを含む群から選択され；
　Wは、アルキル、－COOH、シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、
ヘテロアラルキル、－（CH2）m－COOHおよび－C(CH2)m－R80を含む群から選択され；
　ZおよびWは共有結合している場合があり；
　遷移金属は10族の金属から選択され；
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　塩基は、フッ化物、ヒドリド、水酸化物、炭酸塩、リン酸塩、アルコキシド、金属アミ
ドおよびカルボアニオンを含む群から選択され；さらに、
　リガンドは、次の構造式Lで表される化合物を含む群から選択され；
【化７】

ここで、
　Rは、各場合に対してそれぞれ別異に、アルキル、シクロアルキル、アリール、ヘテロ
アリール、アラルキル、ヘテロアラルキルおよび－（CH2）m－R80を含む群から選択され
；
　R1は、各場合に対してそれぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、
ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－
OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3および－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R2は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3および
－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R3は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、－R7

および－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R4は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、－R7

および－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R5は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、－R7

および－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R6は、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、およ
び－（CH2）m－R80を含む群から選択され；
　R7は、各場合に対してそれぞれ別異に、－C(O)OM、－C(O)SM、－C(S)SM、－C(NR8)OM、
－C(NR8)SM、－S(O)OM、－S(O)SM、－S(O)2OM、－S(O)2SM、－P(O)(OM)2、－P(O)(OR8)OM
、－P(O)(OR8)NR8M、－P（O)(OR8)SM、－N(R8)3M、－P(R8)3M、－P(OR8)3Mおよび－N(R8)
C(NR8R8)NR8R8Mを含む群から選択され；
　R8は、各場合に対してそれぞれ別異に、水素、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシク
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキルおよびヘテロアラルキルを含む群か
ら選択され；
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　Mは、アルカリ金属またはアルカリ土類金属であり；
　R80は、非置換または置換されたアリール、シクロアルキル、シクロアルケニル、複素
環または多環を表し；
　mは、各場合に対してそれぞれ別異に、0～８までの整数であり；
　R3、R4またはR5のうちの少なくともひとつはR7であり；さらに、
　リガンドはアキラルであり、あるいは、キラルの場合には、単一の立体異性体または立
体異性体の混合物である
ことを特徴とする方法。
【請求項３５】
　遷移金属はパラジウムであることを特徴とする請求項３２から３４いずれか１項記載の
方法。
【請求項３６】
　R3はR7であり；R4およびR5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロア
ルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラル
キル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択されるこ
とを特徴とする請求項３２から３４のいずれか１項記載の方法。
【請求項３７】
　R3はR7であり；R4およびR5は水素であることを特徴とする請求項３２から３４いずれか
１項記載の方法。
【請求項３８】
　R3は－S(O)2OMであり；R4およびR5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、
シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテ
ロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択
されることを特徴とする請求項３２から３４いずれか１項記載の方法。
【請求項３９】
　R4はR7であり；R3およびR5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロア
ルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラル
キル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択されるこ
とを特徴とする請求項３２から３４いずれか１項記載の方法。
【請求項４０】
　R4はR7であり；R3およびR5は水素であることを特徴とする請求項３２から３４いずれか
１項記載の方法。
【請求項４１】
　R4は－S(O)2OMであり；R3およびR5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、
シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテ
ロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択
されることを特徴とする請求項３２から３４いずれか１項記載の方法。
【請求項４２】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であることを特徴とする請求項３２から３４いず
れか１項記載の方法。
【請求項４３】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；さらに、R2は、アルキルまたはアルコキ
シであることを特徴とする請求項３２から３４いずれか１項記載の方法。
【請求項４４】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；さらに、R2はアルコキシであることを特
徴とする請求項３２から３４いずれか１項記載の方法。
【請求項４５】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；さらに、R2はメトキシであることを特徴
とする請求項３２から３４いずれか１項記載の方法。
【請求項４６】
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　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；さらに、R2はアルキルであることを特徴
とする請求項３２から３４いずれか１項記載の方法。
【請求項４７】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；さらに、R2はイソプロピルであることを
特徴とする請求項３２から３４いずれか１項記載の方法。
【請求項４８】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R3はR7であり；さらに、R4およびR5は、
それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、
アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8

)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択されることを特徴とする請求項３２から３
４いずれか１項記載の方法。
【請求項４９】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R3はR7であり；さらに、R4およびR5は水
素であることを特徴とする請求項３２から３４いずれか１項記載の方法。
【請求項５０】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R3は－S(O)2OMであり；さらに、R4および
R5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアル
キル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、
－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択されることを特徴とする請求項３２
から３４いずれか１項記載の方法。
【請求項５１】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R4はR7であり；さらに、R3およびR5は、
それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、
アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8

)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択されることを特徴とする請求項３２から３
４いずれか１項記載の方法。
【請求項５２】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R4はR7であり；さらに、R3およびR5は水
素であることを特徴とする請求項３２から３４いずれか１項記載の方法。
【請求項５３】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R4は－S(O)2OMであり；さらに、R3および
R5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアル
キル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、
－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択されることを特徴とする請求項３２
から３４いずれか１項記載の方法。
【請求項５４】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；さらに、R2およびR6は、それぞれ別異に
、水素、アルキルおよびアルコキシから選択されることを特徴とする請求項３２から３４
いずれか１項記載の方法。
【請求項５５】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6は、それぞれ別異に、水素、
アルキルおよびアルコキシから選択され；R3はR7であり；さらに、R4およびR5は、それぞ
れ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリー
ル、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、お
よび－（CH2）m－R80を含む群から選択されることを特徴とする請求項３２から３４いず
れか１項記載の方法。
【請求項５６】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6は、それぞれ別異に、水素、
アルキルおよびアルコキシから選択され；R3はR7であり；さらに、R4およびR5は水素であ
ることを特徴とする請求項３２から３４いずれか１項記載の方法。
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【請求項５７】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6は、それぞれ別異に、水素、
アルキルおよびアルコキシから選択され；R4はR7であり；さらに、R3およびR5は、それぞ
れ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリー
ル、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、お
よび－（CH2）m－R80を含む群から選択されることを特徴とする請求項３２から３４いず
れか１項記載の方法。
【請求項５８】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6は、それぞれ別異に、水素、
アルキルおよびアルコキシから選択され；R4はR7であり；さらに、R3およびR5は水素であ
ることを特徴とする請求項３２から３４いずれか１項記載の方法。
【請求項５９】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6はアルコキシであり；R3は－S
(O)2OMであり；さらに、R4およびR5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シ
クロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロ
アラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択さ
れることを特徴とする請求項３２から３４いずれか１項記載の方法。
【請求項６０】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6はアルキルであり；R3は－S(O
)2OMであり；さらに、R4およびR5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シク
ロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロア
ラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択され
ることを特徴とする請求項３２から３４いずれか１項記載のリガンド。
【請求項６１】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6はアルコキシであり；R4は－S
(O)2OMであり；さらに、R3およびR5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シ
クロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロ
アラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択さ
れることを特徴とする請求項３２から３４いずれか１項記載の方法。
【請求項６２】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6はアルキルであり；R4は－S(O
)2OMであり；さらに、R3およびR5は、それぞれ別異に、水素、ハロゲン、アルキル、シク
ロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロア
ラルキル、－OR8、－N(R8)2、－Si(R8)3、および－（CH2）m－R80を含む群から選択され
ることを特徴とする請求項３２から３４いずれか１項記載の方法。
【請求項６３】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6はメトキシであり；R3は－S(O
)2ONaであり；さらに、R4およびR5は水素であることを特徴とする請求項３２から３４い
ずれか１項記載の方法。
【請求項６４】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6はメトキシであり；R3およびR
5は－S(O)2ONaであり；さらに、R4は水素であることを特徴とする請求項３２から３４い
ずれか１項記載の方法。
【請求項６５】
　Rはシクロヘキシルであり；R1は水素であり；R2およびR6はイソプロピルであり；R4は
－S(O)2ONaであり；さらに、R3およびR5は水素であることを特徴とする請求項３２から３
４いずれか１項記載の方法。
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